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市政運営２期目となる新たなまちづくりのステージでは、志木市将来ビジョン（第五次志木市総合振興計画）で掲げた「市

民力でつくる 未来へ続くふるさと 志木市」の実現に向けて、４つの戦略プロジェクトに基づき重点的かつ具体的に取り組

む事項を定めた「まちづくり新３５の実行計画」を作成しました。 

今後は、この工程表にしたがって、各取組をスピード感をもって着実に実行することで、「人口を減らさない」、「税収も

減らさない」、そして「市民の笑顔も絶やさない」まちづくりを目指すとともに、内容に変更があった場合は随時見直しを

図り、ずっと住み続けたい、住んでみたいまちを実現させてまいります。 

 

  市民力でつくる 
 未来へ続くふるさと 志木市 

市役所改革の推進 
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№ 取組事項 取り組みの概要 目標期間 担当課

1 いろは健康ポイント事業の拡充 いろは健康ポイント事業を行い、市民の元気づくりを応援します。 4年以内 健康政策課
保険年金課

2 「おいしく減塩！『減らソルト』
プロジェクト」の推進

「減塩」をキーワードに健診結果を通して血圧等のリスクに注目し、「食」へのアプローチから市民の健康増進につなげます。 4年以内 健康政策課

a 地域包括ケアシステムの充実 高齢者の「医療・介護・予防・住まい・生活支援」を強力にサポートします。 4年以内 長寿応援課

b 高齢者あんしん相談センターの
　相談機能の強化

高齢化率が高い館・幸町地区高齢者あんしん相談センターの相談機能を強化し、安心して暮らせる地域をつくります。 3年以内 長寿応援課

4 アクティブシニア等の社会参加支援 就業やボランティア、地域活動など、貴重な地域資源である市民の「地域デビュー」を積極的に支援します。 2年以内 市民活動推進課
産業観光課

5 介護予防事業の推進 介護予防事業を積極的に行い、介護保険料を低くおさえます。 4年以内 長寿応援課

6 コミュニティふれあいサロンの設置 地域の空き家・空き店舗を活用し、高齢者が歩いて気軽に集えるふれあいサロンを整備します。 3年以内 市民活動推進課

7 第二福祉センター浴室等の改修 利用者が安心して快適に利用できるよう、浴室の改修やマッサージチェアの入れ替えなど、快適な施設にリニューアルします。 1年以内 長寿応援課

8 世代間交流のさらなる促進 宗岡地域における子ども・子育て世代・高齢者などの多世代交流を活性化させます。 2年以内

市民活動推進課
長寿応援課

子ども家庭課
生涯学習課

4年以内 子ども家庭課

3年以内 学校教育課

10 保育ステーションの開設 志木駅東口駅前に保育ステーションを開設し、市内保育園への送迎を行うことで、子育てママを応援します。 1年以内 子ども家庭課

①妊娠から出産、育児まで一貫して支援する体制を整備します。 2年以内 健康増進センター

②また、子育て支援センターを増設し、安心して子育てができる環境を整備します。 4年以内 子ども家庭課

12 子ども医療費無料化の拡大 中学生までの入・通院における医療費の無料化を、高校生の入院まで拡大します。 2年以内 子ども家庭課

13 少人数学級の再検証 基礎学力の定着と学力向上に向けて、低学年の少人数学級制度を再検証します。 3年以内 学校教育課

14 新たな児童センターの整備 子どもたちの居場所づくりに向けて、新たに志木地区に児童センターを整備します。 3年以内 子ども家庭課
市民活動推進課

15 小・中学校ＩＣＴ教育の拡充 小・中学校のＩＣＴ化を進め、デジタル教材を使ったわかりやすい授業を展開します。 2年以内 学校教育課

16 小中一貫教育の推進 小学校６年間と中学校３年間の９年間を通して一貫した教育課程をめざし、志木第二中学校区をモデルに小中一貫教育を進めます。 4年以内 学校教育課

17 世界に通用する志木っ子の育成 小学校での英語教科化やグローバル化を見据え、民間企業との提携などによる英語教育を充実します。 4年以内 学校教育課
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２．子育て世代定住　（もっとすくすく！）

9 保育の量と質の充実 ①②待機児童の解消に向けた取組を進めるとともに、保育園と小学校をつなぐ新しい形の保育園を整備します。

11 しきっ子あんしん子育てサポート
事業の推進



№ 取組事項 取り組みの概要 目標期間 担当課

Ⅰ．まちづくり新３５の実行計画 総括表

18 水害対策の強化 高台地域への道路横断側溝の整備、主要河川に監視カメラの設置、樋管ゲートの自動化、土のうBOXの設置など水害対策を強化します。 4年以内 防災危機管理課
道路課

19 防災行政無線テレホンサービスの開設 携帯電話のメール配信サービスに加え、放送した内容を電話で確認できるテレホンサービスを開設します。 1年以内 防災危機管理課

20 防犯カメラの設置の支援 商店会や町内会などが設置する防犯カメラに対する補助制度をつくります。 3年以内 市民活動推進課
産業観光課

21 消防施設の整備 宗岡地域の安全・安心に向けて、消防団第４・第５分団車庫を担当地区内に建替えます。 3年以内 防災危機管理課

22 民間事業者と連携した障がい者グ
ループホーム及び通所施設の整備

民間の活力で障がい者のグループホームを30床整備するとともに、障がい者の通所施設を整備します。 3年以内 福祉課

23 ごみの戸別訪問収集の開始 集積所までごみを持ち出すことが困難な高齢者世帯等を対象に「ごみ戸別訪問収集」を開始します。 1年以内 環境推進課

24 志木駅ホームドアの設置 東武鉄道などと協議して平成３２年度までに志木駅構内にホームドアを設置します。 4年以内 都市計画課

25 歩道の快適化の推進 誰もが安心して歩きやすい歩道に向けて、段差の解消、平たん性、有効幅員の確保など、計画的に歩道を改修します。 4年以内 道路課

26 市民会館及び市民体育館整備手法の検討 現在の市民会館と市民体育館は耐震性能が不足しているため、民間の活力による整備を検討します。 3年以内 政策推進課

27 国道254号バイパスの整備促進 地域住民と情報を共有しながら、国道２５４号バイパスの整備を促進します。 4年以内 都市計画課

28 シティプロモーション事業の推進 選ばれ続ける自治体に向けて、住んでみたいと思われるまちづくりを展開するとともに、市民、企業、行政が一体となって、志木市の魅力を全国に発信します。 4年以内
産業観光課

市制施行50周年
記念事業推進室

29 ロケーションサービスの拡充 映画やドラマの撮影地として本市の魅力を市内外にＰＲし、イメージアップを図ります。また、撮影場所を訪れる観光客の集客にも結び付けます。 2年以内 産業観光課

30 アートによるまちづくりの推進 志木駅前のペデストリアンデッキを利用したアートによるまちづくりを推進し、新たなにぎわいを創出します。 4年以内 産業観光課

31 市制施行５０周年記念の推進 平成３２年度に迎える市制施行５０周年を記念して、市民同士の絆が強まり将来につながる記念事業などを展開します。 4年以内 市制施行50周年
記念事業推進室

32 いろは親水公園のにぎわい創出 「いろは親水公園」の護岸や船着き場、遊歩道を再整備するとともに、自慢の市民力で彩り豊かな公園としてにぎわいを創出します。 4年以内

政策推進課
市民活動推進課

産業観光課
都市計画課
生涯学習課

33 行政改革の推進 市役所事務の総点検を行い、徹底してムダを削ぎ落とし、民間にできることは民間にまかせ、時代の変化を見据え、継続的な改革を進めます。 4年以内 政策推進課

34 窓口ワンストップサービス
及びＩＣＴ化の推進

市民サービスの向上に向けて、新市庁舎の建替えに合わせ、市役所窓口のワンストップ化とＩＣＴ化を進めます。 3年以内 政策推進課

35 職員の接遇意識の向上
市民に飛び込む職員の育成

おもてなしの精神を基本とする接遇力の向上を図るとともに、地元の地域活動などに積極的に参加する職員の育成に努めます。 3年以内 人事課

３．暮らしやすさ向上　（もっとあんしん！）

４．魅力発信　（もっとわくわく！）

　市役所改革の推進
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１．この工程表は、新３５の実行計画に関する取組事業について、年度ごとの実施スケジュールや取組内容などを示したものです。

２．工程表の取組内容やスケジュールについては、財政状況や社会経済情勢の変化によって、変動する場合があります。

３．今後の進捗状況については、年度末終了後、取りまとめ公表していきます。

４．魅力発信（もっとわくわく！）

4年以内

達成状況

№ 32 担当課

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

政策推進課・市民活動推進課・産業観光課・都市計画課・生涯学習課

い
ろ
は
親
水
公
園
の
に
ぎ
わ
い
創
出

「いろは親水公
園」の護岸や船着
き場、遊歩道を再
整備するととも
に、自慢の市民力
で彩り豊かな公園
としてにぎわいを
創出します。

一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

工程

①遊歩道や親水空
間の環境整備を図
る。

②花で彩りを添え
る事業を行う。

③おまつりや和舟
による舟渡しなど
各種イベントを展
開し、「いろは親
水公園」のにぎわ
い創出を図る。

取組内容

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について検討及び埼玉
県と調整（一部整備実施）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について埼玉県と調整
（一部整備実施）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について埼玉県と調整
（一部整備実施）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について埼玉県と調整
（整備完了）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

取組実績

実施⇒

順調

◇広場や親水護岸
の整備により、市
民が水に親しむ憩
いの場所を創出で
きる。

◇年間を通して来
訪のきっかけとな
るイベントを実施
することで公園の
周知が図られると
ともに、地域交流
の機会が生まれ、
ひいてはまちのシ
ンボルとして郷土
愛が育まれる。

達成状況をさくらの花びらで表現しています。 

１枚：事業の達成状況・・・・ ０～２９％ 

２枚：事業の達成状況・・・・３０～５９％ 

３枚：事業の達成状況・・・・６０～７９％ 

４枚：事業の達成状況・・・・８０～９９％ 

５枚：事業の達成状況・・・・１００％ 
取組事項に対して、

年度ごとに取組内容

を表示しています。 

取組内容に対して、

年度ごとに取組実

績を表示します。 

年度ごとの達成状況を毎年度末に「達成」

「順調」「遅れている」の３段階で表示します。 

取組事項の通し

番号を表示して

います。 

新３５の実行計画の具体的な取組

事業の名称を表示しています。 

新３５の実行計画

の概要を表示し

ています。。 
取組事項の実施レベルを、「検討・準備」「一部実

施」「実施」の３段階で表示しています。 

新３５の実行計画の取

組概要に対して目標と

目標を達成するまでの

期間を表示しています。。 

Ⅱ．まちづくり新３５の実行計画 工程表の見方 



Ⅲ．まちづくり新３５の実行計画 工程表 



4

４年以内

３０～５９％

4年以内

３０～５９％

平成３２年度 取組における効果

実施⇒ 実施⇒

順調

達成状況

い
ろ
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
拡
充

いろは健康ポイン
ト事業を行い、市
民の元気づくりを
応援します。

実施⇒

１．市民の健康づくり　（もっといきいき！）

№ 1 担当課

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度

実施⇒

◇市民の医療費を
適正化することが
できる。

◇健康寿命の延伸
につながる。

◇健康教育により
市民のヘルスリテ
ラシーの向上につ
ながる。

◇無関心層を取り
込むことができ
る。

◇特定健康診査及
びがん検診の受診
の向上につなが
る。

対象年齢の拡大・
参加方法の見直し
を行い、参加者を
拡大する。

取組内容

◆いろは健康ポイント事業
の実施
◆参加者数を2,330人に拡
大

◆事業内容を見直し継続実
施
◆参加者数を2,500人に拡
大

◆参加者数を2,800人に拡
大

◆参加者数を3,000人に拡
大

取組実績

平成３０年度 平成３１年度

工程

「

お
い
し
く
減
塩
！
『

減
ら
ソ
ル
ト
』

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

の
推
進

「減塩」をキー
ワードに健診結果
を通して血圧等の
リスクに注目し、
「食」へのアプ
ローチから市民の
健康増進につなげ
ます。

実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況 順調

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

取組実績

◆民間企業や大学と連携し、
「おいしく減塩！減らソル
ト」フェスタを１１月２３日
に開催した。
◆公立保育園や市内小・中学
校での減塩給食を実施した。
◆集団健診時に推定摂取食塩
量検査を894人に実施した。
◆市内５箇所の公共施設に健
康ポイント事業専用端末と連
動した自動血圧計を設置し
た。

工程

№ 2 担当課 健康政策課

取組事項 取組概要 目標 年　度

◆新規参加者を募集し、参加
者数を２,３３０人まで拡大し
た。
◆歩数ランキング（当日/週
間/月間/年間）及び市内２７
箇所を巡るカパルスタンプラ
リー機能を追加し、機能の充
実を図った。
◆新規参加者を対象に、健康
になりまっするフェスタを開
催した。(参加者数 ２１６人)
◆ポイント事業参加者を対象
に、健康寿命のばしマッスル
シンポジウムを開催した。
(参加者数 ２１４人)

年度ごとの取組内容達成状況

取組における効果 達成状況

◇減塩プロジェク
トの啓発活動を行
政だけではなく、
民間や大学と連携
して実施すること
により、市民に減
塩の必要性を広く
周知することがで
きる。

◇啓発活動を継続
的に行うことで、
市民の減塩意識の
醸成につながる。

さまざまな事業を
通して血圧が高い
人の割合を国や埼
玉県と比較して減
少させる。また、
減塩を心がける人
の割合を増やす。

取組内容

◆民間企業との連携による
啓発活動
◆公立保育園や市内小・中
学校での減塩給食の実施
◆集団健診時に推定摂取食
塩量検査を実施

◆民間企業との連携による
啓発活動
◆公立保育園や市内小・中
学校での減塩給食の実施
◆集団健診時に推定摂取食
塩量検査を実施
◆減塩教室の実施

◆民間企業との連携による
啓発活動
◆公立保育園や市内小・中
学校での減塩給食の実施
◆集団健診時に推定摂取食
塩量検査を実施
◆減塩教室の実施

◆民間企業との連携による
啓発活動
◆公立保育園や市内小・中
学校での減塩給食の実施
◆集団健診時に推定摂取食
塩量検査を実施
◆減塩教室の実施
◆アンケート実施

健康政策課・保険年金課



４年以内

０～２９％

３年以内

３０～５９％

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

高齢者の「医療・
介護・予防・住ま
い・生活支援」を
強力にサポートし
ます。

一部実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ 3－a 担当課 長寿応援課

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

の
相

談
機
能
の
強
化

高齢化率が高い
館・幸町地区高齢
者あんしん相談セ
ンターの相談機能
を強化し、安心し
て暮らせる地域を
つくります。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

◆高齢者あんしん相談セン
ター館・幸町に専門職２名
を増員配置した。

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

取組実績

№ 3－b 担当課 長寿応援課

取組事項 取組概要 目標 年　度

年度ごとの取組内容達成状況 順調

市内の圏域内で高
齢化率の高い館・
幸町地区における
高齢者あんしん相
談センターの機能
を強化する。ま
た、市内５箇所の
高齢者あんしん相
談センターの統
括・支援を行う基
幹型の役割を担う
組織の検討を進め
る。

取組内容

◆老人保健福祉計画審議会
及び介護保険事業計画策定
委員会において計画の位置
づけを審議
◆包括支援センター運営協
議会において意見徴収

◆高齢者あんしん相談セン
ターと強化内容の協議、人
材の確保等
◆包括支援センター運営協
議会における審議
◆機能強化の実施
◆基幹型組織の検討

◆基幹型組織の設置に関す
る方向性の決定

◇医療・介護・生
活支援の一体的か
つ有機的なサービ
スの提供により、
安心、安全な生活
が確保される。

◇自助・互助等の
意識やしくみによ
り、地域における
連帯感が醸成され
る。

自助・互助・共助
の意識の醸成のた
め、地域包括ケア
システムの推進に
資する実行計画を
策定し、取組を推
進する。

取組内容

◆全庁的な地域包括ケアの
推進体制の構築
◆庁内プロジェクトチーム
の設置
◆生活支援体制整備の推進

◆地域包括ケアスタート
アップ・プログラムの推進
◆生活支援体制整備の推進

◆地域包括ケアスタート
アップ・プログラムの推進
◆生活支援体制整備の推進

◆地域包括ケアスタート
アップ・プログラムの推進
◆生活支援体制整備の推進

取組実績

◆「地域包括ケアシステム
構築連携プロジェクト・
チーム」を設置し、地域包
括ケアスタートアップ・プ
ログラムを策定した。
◆生活支援体制整備連絡会
を開催した。

◆「地域包括ケアまちづく
り推進本部・幹事会」及び
「地域包括ケアまちづくり
推進プロジェクト・チー
ム」を設置した。

工程

◆高齢者保険福祉計画・第
７期介護保険事業計画に高
齢者あんしん相談センター
の機能強化を位置付け、策
定した。
◆包括支援センター運営協
議会において相談機能の強
化内容を審議した。

達成状況

工程

順調

◇高齢化率の最も
高い館・幸町地区
の高齢者あんしん
相談センターの機
能強化により、よ
りきめ細かな相談
体制が確保され
る。

5



6

2年以内

３０～５９％

４年以内

６０～７９％

市民活動推進課・産業観光課

◆内容の整理・整備
◆事業課における人材、資
格者の調査
◆事業の周知
◆高齢者の就業に見合った
セミナーメニューの実施

◆市民向け事業周知
◆団体事前説明及び説明会
周知
◆説明会の実施
◆高齢者の就業に見合った
セミナー及び就職面接会の
実施

取組実績

◆活動総合説明会の実施方
法を検討した。
◆高齢者が今後充実した生
活を送るためのキャリア設
計と仕事選びのポイントを
学ぶセミナーを８月に、高
齢者を対象とした就職面接
会を９月（９社参加）・２
月（２５社参加）に実施し
た。

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
等
の
社
会
参
加
支
援

就業やボランティ
ア、地域活動な
ど、貴重な地域資
源である市民の
「地域デビュー」
を積極的に支援し
ます。

検討・準備⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ 4 担当課

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

達成状況

介
護
予
防
事
業
の
推
進

介護予防事業を積
極的に行い、介護
保険料を低くおさ
えます。

実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ ５ 担当課 長寿応援課

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇さまざまな資格
や技能を持った新
たな市民力の発掘
につながり、その
市民力がまちづく
りに参画し反映さ
れる。

◇高齢者や企業の
ニーズにあったセ
ミナーや面接会を
実施することで、
高齢者の就職率向
上が見込める。

元気な高齢者（ア
クティブシニア）
をはじめるとする
市民が、「地域デ
ビュー」として、
本市でボランティ
アや地域活動に参
加する“初めの一
歩“を支援するた
め、市、関係機
関、市民団体、Ｎ
ＰＯ法人、シル
バー人材セン
ター、ハローワー
ク等が一堂に会し
た、市民向けの活
動総合説明会を開
催する。

取組内容

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇民間活力の活用
により、より幅広
い普及啓発が期待
できるとともに、
事業参加を通し
て、利用者のセル
フケアにつなが
る。

◇市民の自主性を
支援することによ
り、より継続性の
ある、地域に根ざ
した介護予防活動
が期待できるとと
もに、地域の見守
り等の地域づくり
につながる。

民間活力も活用した
介護予防普及啓発事
業を実施し、介護を
要する状態を予防す
るためのセルフケア
の普及啓発に努め
る。また、市民が主
体となって行う介護
予防活動の展開を支
援し、地域づくりに
つなげる。さらに、
介護予防を強化する
観点から、リハビリ
テーション専門職等
を活用し、個々の身
体機能の維持向上の
見える化を図る。

取組内容

◆介護保険料の見直し
◆介護予防普及啓発事業の
実施
◆いろは百歳体操の実施支
援
◆リハビリテーション専門
職による地域リハビリテー
ション活動支援の実施（体
力測定等）

◆新介護保険料の実施
◆介護予防普及啓発事業の
実施
◆いろは百歳体操の実施支
援
◆リハビリテーション専門
職による地域リハビリテー
ション活動支援の実施（体
力測定等）

◆介護予防普及啓発事業の
実施
◆いろは百歳体操の実施支
援
◆リハビリテーション専門
職による地域リハビリテー
ション活動支援の実施（体
力測定等）

◆介護保険料の見直し
◆介護予防普及啓発事業の
実施
◆いろは百歳体操の実施支
援
◆リハビリテーション専門
職による地域リハビリテー
ション活動支援の実施（体
力測定等）

取組実績

◆介護予防普及啓発事業と
して、シニア体操、脳リフ
レッシュ教室を開催した。
◆いろは百歳体操の通いの
場を訪れる参加者に対し、
体力測定等の支援を行っ
た。
◆いろは百歳体操サポー
ター養成講座を実施した。

工程



３年以内

０～２９％

1年以内

達成状況

№ ６ 担当課 市民活動推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度

◆コミュニティふれあいサ
ロン運営実施予定団体と運
営内容等について協議を実
施した。

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
設
置

地域の空き家・空
き店舗を活用し、
高齢者が歩いて気
軽に集えるふれあ
いサロンを整備し
ます。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

第
二
福
祉
セ
ン
タ
ー

浴
室
等
の
改
修

利用者が安心して
快適に利用できる
よう、浴室の改修
やマッサージチェ
アの入れ替えな
ど、快適な施設に
リニューアルしま
す。

実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調

№ ７ 担当課 長寿応援課

◇高齢者が気軽に
集える場所を整備
することで、地域
コミュニティの活
性化はもとより、
世代間交流の推進
や市民の健康づく
りにつながる。

◇空き家等を活用
することで、空き
家等の放置問題の
解消につながる。

地域住民等の管理
による空き家等を
活用したコミュニ
ティふれあいサロ
ンを設置し、それ
をモデルとして市
内全域に拡大す
る。

取組内容

◆モデルケースの検証 ◆モデルケースの実施、効
果検証
◆宗岡地区設置

◆志木地区設置

取組実績

年度ごとの取組内容達成状況 達成

◇事業の実施によ
り、老朽化した設
備等の故障による
市民サービス低下
への懸念が解消さ
れ、長期に渡る安
全性と利便性の向
上につながる。

老朽化している浴
室等の改修工事を
行う。

取組内容

◆入札による工事業者等の
選定・契約
◆改修工事の実施

取組実績

◆入浴設備の大規模改修工
事を実施し、平成３０年１
月１５日にリニューアル
オープンした。

工程

7



8

2年以内

６０～７９％

４年以内

３０～５９％

市民活動推進課・長寿応援課・子ども家庭課・生涯学習課

取組における効果 達成状況

№ ８ 担当課

取組事項 取組概要 目標 年　度

取組実績

◆ふれあい館もくせいの拡
充について、関係団体や学
校と協議した。
◆平成３０年から市民団体
による、多世代交流事業を
拡充して実施できるよう体
制を整備した。

世
代
間
交
流
の
さ
ら
な
る
促
進

宗岡地域における
子ども・子育て世
代・高齢者などの
多世代交流を活性
化させます。

検討・準備⇒ 実施⇒

◆志木地区については、ふ
れあい館「もくせい」を拡
充し、多世代交流ゾーンを
新たに整備した。

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

保
育
の
量
と
質
の
充
実

待機児童の解消に
向けた取組を進め
るとともに、保育
園と小学校をつな
ぐ新しい形の保育
園を整備します。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調

２．子育て世代定住　（もっとすくすく！）

№ ９－① 担当課 子ども家庭課

◇世代を超えた交
流の機会を創出す
ることで、生活環
境の充実が期待で
きるとともに、市
民力の発掘や地域
コミュニティの形
成につながる。

ふれあい館もくせ
いを拠点として、
地域のニーズを把
握し、多世代交流
のきっかけを創出
する。

取組内容

◆関係団体との協議
◆志木地区における多世代
交流事業の拡充内容の検討

◆志木地区における多世代
交流事業の拡充
◆宗岡地区における多世代
交流事業の実施

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇志木第二小学校
の隣地に保育園が
整備されることに
より、待機児童の
解消につながる。

◇多様な保育ニー
ズに対応する保育
事業を実施するこ
とにより、子育て
しやすい環境整備
につながる。

志木第二小学校の
隣地に保小連携を
推進していく新し
い形の保育園を整
備する。

取組内容

◆民間事業者の選定
◆小学校、保育園との連携
を検討
◆多様な保育ニーズに対応
する保育事業の検討

◆志木第二小学校に隣接し
て整備する新しい形の保育
園建設
◆保育園、小学校との連携
を検討
◆多様な保育ニーズに対応
する保育事業の検討

◆志木第二小学校に隣接し
て整備する新しい形の保育
園開園
◆民間事業者による旧館保
育園改修工事
◆保育園、小学校との連携
◆多様な保育ニーズに対応
する保育事業の実施

◆民間事業者による旧館保
育園リニューアルオープン
◆保育園、小学校との連携
◆多様な保育ニーズに対応
する保育事業の実施

取組実績

◆保護者や学校、ＰＴＡ、
地域住民等へ整備計画等に
ついて、説明会を開催し
た。
◆民間事業者を公募により
選定した。

◆市と民間事業者において
保育園の開園に係る基本協
定を締結した。
◆民間事業者より、今後の
事業計画等について、保護
者説明会を開催した。

工程



３年以内

０～２９％

１年以内

達成状況

№ ９－② 担当課 学校教育課

取組事項 取組概要 目標 年　度

◆幼保小中の子ども教育の
連携を推進する他の自治体
の事例研究等を行った。
◆幼保から小学校へあがる
子どもたちの円滑な指導が
行えるよう、全小学校のス
タートカリキュラムの見直
しを図るため、同カリキュ
ラムの集約を行った。

保
育
の
量
と
質
の
充
実

待機児童の解消に
向けた取組を進め
るとともに、保育
園と小学校をつな
ぐ新しい形の保育
園を整備します。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

保
育
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
の
開
設

志木駅東口駅前に
保育ステーション
を開設し、市内保
育園への送迎を行
うことで、子育て
ママを応援しま
す。

実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調

№ 10 担当課 子ども家庭課

◇幼稚園・保育園
と小学校がより円
滑に接続すること
で、小１プロブレ
ムの解消が図られ
る。

◇幼保小の教職員
や保育士が、互い
の教育・保育の実
践を共有すること
で、それぞれの教
育・保育の改善に
つながる。

小学校で作成して
いるスタートカリ
キュラムや、平成
30 年度から幼稚
園・保育園で明確
化する「幼児期の
終わりまでに育っ
てほしい姿」につ
いて、幼保小合同
で検討する場を設
けるとともに、幼
稚園児、保育園児
と小学生が交流す
る機会を増やす。

取組内容

◆情報収集
◆先進地域の調査研究

◆幼保小連携推進委員会の
設置
◆「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」につい
て、幼保小で検討・共有化
◆スタートカリキュラムの
見直し

◆参観日や学校・園公開日
等を活用した、幼保小の子
ども及び教職員の交流の活
性化

取組実績

年度ごとの取組内容達成状況 達成

◇バスによる送迎
により、自宅や通
勤経路から離れた
保育園を利用する
家庭の利便性が向
上するとともに、
待機児童の解消に
もつながる。

朝夕、保育ステー
ションから保育園
までの送迎を行う
よう保育環境を整
備することで、子
育て世帯の利便性
の向上を図る。

取組内容

◆民間事業者による保育ス
テーションの開設

取組実績

◆民間事業者による保育ス
テーションを平成２９年７
月１日に開設した。

工程

100%
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10

２年以内

4年以内

３０～５９％

達成状況

№ １１－① 担当課 健康増進センター

取組事項 取組概要 目標 年　度 取組における効果

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調 達成

№ １１－② 担当課 子ども家庭課

◇検査費や治療費
を助成することに
よって、検査や治
療に取り組みやす
い環境を整え、子
どもを希望する夫
婦が子どもを授か
りやすくなる。

◇全ての妊婦を把
握することによ
り、支援が必要な
家庭の早期発見や
早期支援につなが
り、児童虐待の発
生を未然に防ぎ、
子育てしやすい環
境になる。

◇出産直後の不安
が強い時期に適切
な支援を行うこと
で、不安が軽減さ
れ安心して子育て
に臨めるようにな
る。

子どもを望む夫婦
に対し経済的な支
援を実施すること
で、子どもを授か
りやすい環境を整
える。また、全て
の妊婦を把握し継
続的に見守り支援
を行うことで安心
して出産・育児が
できる環境を整え
る。さらには、不
安が強い出産直後
の時期に適切な支
援を実施すること
により、順調な育
児のスタートを支
援する。

取組内容

◆しきっ子あんしん子育て
サポート事業の開始
（早期不妊検査費・治療費
助成、妊娠届時の助産師等
による面接相談等）

◆しきっ子あんしん子育て
サポート事業の推進
◆事業メニューに不育症検
査費・治療費助成を追加
◆子育て・孫育てリーフ
レットの作成及び配布

取組実績

◆早期不妊検査費・治療費の助
成を実施した。
（検査費２９件、治療費８件）
◆妊娠届出時の助産師等による
面接相談を実施した。
（妊娠届出数６８６件）
◆おっぱいケア訪問事業は対象
者を拡大して実施した。
（延べ１１３件、８２人が利
用）
◆育児サポート事業を実施し
た。（利用者３人）
◆はじめて赤ちゃん学級を６回
実施した。（参加者１１７人）

し
き
っ

子
あ
ん
し
ん
子
育
て

サ
ポ
ー

ト
事
業
の
推
進

妊娠から出産、育
児まで一貫して支
援する体制を整備
します。

一部実施⇒ 実施⇒

◆埼玉県内の市では初めて
となる不育症検査費・治療
費の助成を平成30年4月か
ら開始した。
◆子育て・孫育てリーフ
レットの配布を、６月から
開始した。

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇施設整備を行う
ことで、地域の子
育て家庭への支援
体制の強化につな
がる。

子育て家庭の個別
ニーズに応じた支
援体制を確保する
ため、子育て支援
センターを拡充す
る。

取組内容

◆民間事業者の選定 ◆増設に向けた調整 ◆民間事業者による旧館保
育園改修工事及び子育て支
援センターの増設工事の実
施

◆旧館保育園に併設された
子育て支援センターの開所

取組実績

◆民間事業者を公募により
選定した。

工程

し
き
っ

子
あ
ん
し
ん
子
育
て

サ
ポ
ー

ト
事
業
の
推
進

また、子育て支援
センターを増設
し、安心して子育
てができる環境を
整備します。

検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

工程



2年以内

３年以内

３０～５９％

№ １２ 担当課 子ども家庭課

取組事項 取組概要 目標 年　度

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調 達成

№ １３ 担当課 学校教育課

◇医療保険制度の
助成拡大により、
子育て家庭の負担
軽減がより一層図
られる。

現状の小学1年生
から中学校終了ま
での子どもの入・
通院における医療
保険制度の一部負
担金の助成を高等
学校終了までに拡
大する。

取組内容

◆関係機関との調整
◆市民への周知
◆条例改正

◆子ども医療費無料化の拡
大

取組実績

◆子ども医療費の助成に関
する条例を改正した。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
大

中学生までの入・
通院における医療
費の無料化を、高
校生の入院まで拡
大します。

検討・準備⇒ 実施⇒

◆子ども医療費の助成対象
年齢を拡大し、平成３０年
４月１日から、新たに１８
歳までの入院にかかる保険
診療分も無料とした。

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇現状を把握する
ことで、より学力
向上に効果の高い
指導体制を構築す
ることが可能とな
る。

市独自の学力調査
等を行うことで現
状を分析し、志木
市独自の指導体制
を確立する。

取組内容

◆市独自の学力調査の準備
◆検討委員会での検証

◆市独自の学力調査の実施
及び分析
◆学力調査の分析結果を踏
まえた指導体制の検討

◆市独自の学力調査の実施
及び分析
◆小学校における子ども一
人ひとりの習熟度に合わせ
た指導体制の実施

取組実績

◆学力調査実施に向けて、
どのような内容がふさわし
いか検討を行った。
◆検討委員会を４回実施
し、指導体制の方針や取組
等を協議した。

少
人
数
学
級
の
再
検
証

基礎学力の定着と
学力向上に向け
て、低学年の少人
数学級制度を再検
証します。

検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 実施⇒

達成状況

達成状況

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

工程

取組における効果
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12

3年以内

６０～７９％

2年以内

３０～５９％

子ども家庭課・市民活動推進課

達成状況

№ １４ 担当課

取組事項 取組概要 目標 年　度

◆子どもの居場所づくり実
施に向けて市民団体と協議
を行った。

新
た
な
児
童
セ
ン
タ
ー

の
整
備

子どもたちの居場
所づくりに向け
て、新たに志木地
区に児童センター
を整備します。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

◆ふれあい館「もくせい」
を拡充し、子どもたちの居
場所づくりを進めた。

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

小
・
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
拡
充

小・中学校のＩＣ
Ｔ化を進め、デジ
タル教材を使った
わかりやすい授業
を展開します。

一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調

№ 15 担当課 学校教育課

◇地域の子どもた
ちが安心して過ご
せる居場所の確保
につながるととも
に、遊びを通じた
子どもたちの健全
育成につながる。

適切な場所の選定
など、さまざまな
検証を行いながら
整備を進める。

取組内容

◆調査、研究 ◆志木地区における子ども
の居場所づくりを実施
◆市民活動団体による多世
代交流事業の展開

◆志木地区における子ども
の居場所づくりの充実

取組実績

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇日常的な学習
ツールとして、タ
ブレット等を児童
生徒が活用するこ
とが可能となる。

◇最新のＩＣＴ機
器等の整備によ
り、「わかる」
「楽しい」授業を
実現するととも
に、ＩＣＴ活用能
力の育成が可能と
なる。

タブレットPCを
導入して活用する
とともに、校内の
インターネット環
境を向上させる。

取組内容

◆全中学校へタブレット
PCの導入
◆タブレットPCの活用に
伴う研修会の実施
◆ICT推進員の派遣
◆全中学校の校内LAN整備

◆全小学校へタブレット
PCの導入
◆タブレットPCの活用に
伴う研修会の実施
◆ICT推進員の派遣
◆全小学校の校内LAN整備

取組実績

◆全中学校へタブレットＰ
Ｃを導入するとともに、校
内LAN整備(高速無線ＬＡ
Ｎへの入替工事)を実施し
た。
◆小・中学校へＩＣＴ推進
員を派遣し、ＩＣＴを活用
した授業実施の支援を行っ
た。

工程



４年以内

３０～５９％

４年以内

３０～５９％

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

№ １６ 担当課 学校教育課

取組事項 取組概要 目標 年　度

達成状況

世
界
に
通
用
す
る
志
木
っ

子
の
育
成

小学校での英語教
科化やグローバル
化を見据え、民間
企業との提携など
による英語教育を
充実します。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

順調

№ １７ 担当課 学校教育課

◇小・中学校の接
続における、実態
把握や指導の重点
など見通しをもっ
た指導がなされる
ことにより、効果
的かつ円滑な指導
が実現する。

◇小・中学校の人
事交流を増やすこ
とで、学習内容・
実態への共通理
解・共通指導が図
られる。また、相
互の指導の良い面
がフィードバック
され、教員の授業
力・学級経営力が
向上する。

志木第二中学校区
の３校において、
以下の４点につい
て実現していく。
①学びの円滑な接
続と指導力向上

②指導体制の充実

③生徒指導・教育
相談の充実

④地域の教育力の
強化

取組内容

◆「９カ年を見通したカリキュ
ラム」編制のための様式の検討
◆小学校における「乗り入れ授
業」の実施
◆部活動における施設の相互利
用の実施

◆「９カ年を見通したカリキュ
ラム」作成
◆小学校における「乗り入れ授
業」の実施
◆合同教員研修会の開催による
指導力の向上
◆部活動における施設の相互利
用の実施

◆「９カ年を見通したカリキュ
ラム」作成
◆小学校における「乗り入れ授
業」、「相互乗り入れ」の実施
◆合同教員研修会の開催による
指導力の向上
◆部活動における施設の相互利
用の実施

◆「９カ年を見通したカリキュ
ラム」実施
◆小学校における「乗り入れ授
業」、「相互乗り入れ」の実施
◆合同教員研修会の開催による
指導力の向上
◆部活動における施設の相互利
用の実施
◆コミュニティスクールを活用
した取組

取組実績

◆「９カ年を見通したカリキュ
ラム」の作成を進めた。
◆児童が小・中学校教育の変化
に円滑に対応できるよう、中学
校教員による小学校への乗り入
れ授業を実施した（外国語活
動、音楽科）。
◆体力向上に向けて、部活動に
おける施設の相互利用を実施し
た。

小
中
一
貫
教
育
の
推
進

小学校６年間と中
学校３年間の９年
間を通して一貫し
た教育課程をめざ
し、志木第二中学
校区をモデルに小
中一貫教育を進め
ます。

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇意欲的に授業に
取り組む児童生徒
が増え、児童生徒
の英語力も向上す
る。

◇研修を通して、
教員が指導法につ
いて自信を深め、
児童生徒の英語力
向上につながる。

英語の指導を充実
させ、グローバル
な社会において自
分の力を発揮でき
る児童生徒を育成
する。

取組内容

◆英語教育検討委員会の立ち上
げ
◆新学習指導要領本格実施に向
けた指導計画案等の作成
◆外国語主任会による授業研究
会の実施

◆児童生徒の意欲を高める効果
的な指導法や評価の研究や検証
◆ALTの新たな配置
◆小学校教員を対象とした外国
語研修会の実施
◆外国語主任会による授業研究
会の実施

◆児童生徒の意欲を高める効果
的な指導法や評価の研究や検証
◆小学校教員を対象とした外国
語研修会の実施
◆外国語主任会による授業研究
会の実施
◆小中７年間（小３～中３）を
見通した指導計画・評価案の作
成

◆新学習指導要領の本格実施
◆児童生徒の意欲を高める効果
的な指導法や評価の研究や検証
◆小学校教員を対象とした外国
語研修会の実施
◆外国語主任会による授業研究
会の実施

取組実績

工程

工程

◆英語教育検討委員会を立ち上
げ、教員研修のあり方や今後の
活動方針等の意見交換を行っ
た。
◆２月に小学校教員を対象とし
た指導法研修会を実施し、１７
名の教員が参加した。
◆１１月に授業研究会を実施
し、指導法等の研究協議を行っ
た。

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

一部実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度
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14

4年以内

３０～５９％

１年以内

達成状況

水
害
対
策
の
強
化

高台地域への道路
横断側溝の整備、
主要河川に監視カ
メラの設置、樋管
ゲートの自動化、
土のうBOXの設
置など水害対策を
強化します。

一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒

３．暮らしやすさ向上　（もっとあんしん！）

№ 18 担当課 防災危機管理課・道路課

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度

№ １９ 担当課 防災危機管理課

取組事項 取組概要 目標 年　度

◆道路横断側溝及び集水桝を新
たに計8箇所設置したほか、越
流防止型･落ち葉対策型への蓋交
換を計45箇所行った。
◆河川等監視カメラの設置場所
を選定した。
◆下宗岡1丁目ﾎﾟﾝﾌﾟ場,樋之詰樋
管のｹﾞｰﾄを自動的に開閉ができ
るよう操作盤の改修工事を実施
した。
◆土のうBOXを６町内会(上
町、福住、館、柳瀬川、上木、
宗岡六区)に設置した。

年度ごとの取組内容達成状況 順調

①道路横断側溝整
備

②河川等監視カメ
ラ設置

③樋管ゲート自動
化

④土のうBOX設
置

⑤雨水流出抑制対
策

取組内容

◆道路横断側溝の整備
◆集水桝等の蓋交換(改修)
◆河川等監視カメラ設置場所の
検討
◆樋管ゲート操作盤等改修工事
◆土のうBOXの設置
◆雨水流出抑制施設整備に向け
て関係機関協議

◆道路横断側溝の整備
◆集水桝等の蓋交換(改修)
◆河川等監視カメラの設置
◆雨水流出抑制施設の検討・設
計
◆土のうBOXの設置（拡充）

◆道路横断側溝の整備
◆集水桝等の蓋交換(改修)
◆雨水流出抑制施設の設計・工
事

◆道路横断側溝の整備
◆集水桝等の蓋交換(改修)
◆雨水流出抑制施設の工事

取組実績

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
開
設

携帯電話のメール
配信サービスに加
え、放送した内容
を電話で確認でき
るテレホンサービ
スを開設します。

実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況 達成

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

100%

◇建築物の高層化
や気象の状況など
により、防災行政
無線が聞き取りに
くい場合であって
も、テレホンサー
ビスを開設するこ
とで行政から発信
する情報を市民が
いつでも取得でき
るようになる。

防災行政無線の放
送内容が聞き取り
にくいなどの問題
を解決するため、
放送内容を電話で
繰り返し聞くこと
ができるテレホン
サービスを開設す
る。

取組内容

◆テレホンサービスの開設

取組実績

◆２４時間365日自動対応
のテレホンサービスを平成
３０年３月から開始した。

工程

工程

実施⇒

◇本市に大きな被
害をもたらした台
風を教訓に、あら
ゆる水害対策に取
り組むことで、市
民が安全・安心で
快適に暮らすこと
ができる環境整備
が図れる。

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果



3年以内

０～２９％

3年以内

３０～５９％

市民活動推進課・産業観光課

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
支
援

商店会や町内会な
どが設置する防犯
カメラに対する補
助制度をつくりま
す。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ ２０ 担当課

№ ２１ 担当課 防災危機管理課

取組事項 取組概要 目標 年　度

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇地域の実状を熟
知した町内会・商
店会と連携しなが
ら効果的な場所に
防犯カメラを設置
することにより、
「犯罪に強いまち
志木」が推進され
る。

商店会が防犯カメ
ラを設置する際の
補助制度を設ける
とともに、各町内
会や学校関係者と
協議のうえ、市内
全域の設置が望ま
れる箇所に防犯カ
メラを設置する。

取組内容

◆補助制度の調査、研究
◆商店会に対する補助制度
の検討

◆商店会に対する補助制度
の開始
◆町内会等と協議のうえ、
地域の実状に即した設置箇
所等の検討

◆地域防犯カメラの設置

取組実績

◆防犯に関する展示会への参
加や先進的に地域の防犯カメ
ラの設置を行っている自治体
を視察するなど、調査、研究
を行った。
◆商店会などと補助制度の制
定に向けて協議を実施した。

◆自主防犯パトロール隊長会
議及び校長会において、防犯
カメラ設置事業の説明及び詳
細説明を希望する町内会に対
し個別の説明会を実施した。
◆商店会に対する補助制度を
開始した。

工程

消
防
施
設
の
整
備

宗岡地域の安全・
安心に向けて、消
防団第４・第５分
団車庫を担当地区
内に建替えます。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況 順調

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

工程

◇消防団による消
防活動の充実によ
り、市民の安全・
安心が一層高ま
る。

消防団車庫をそれ
ぞれ担当地区内に
建替えることで、
安全・安心を確保
する。

取組内容

◆車庫建設のための用地交
渉

◆第４分団車庫の用地測量
及び設計

◆第４分団車庫の建築

取組実績

◆消防団第４分団車庫建設
予定地の用地交渉を行い、
建設予定地を決定した。
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３年以内

６０～７９％

１年以内

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
障
が
い
者
グ
ル
ー

プ

ホ
ー

ム
及
び
通
所
施
設
の
整
備

民間の活力で障が
い者のグループ
ホームを30床整
備するとともに、
障がい者の通所施
設を整備します。

一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ ２２ 担当課 福祉課

達成状況

№ ２３ 担当課 環境推進課

取組事項 取組概要 目標 年　度

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇障がいがあって
も、住み慣れた地
域の中で安心して
暮らせる環境が整
う。

障がいのある方が
活動できる場を確
保するため、民間
事業者と連携を図
り、県内で唯一本
市だけが有してい
なかった、障がい
者グループホーム
を整備するほか、
障がい者の通所施
設を整備する。

取組内容

◆障がい者グループホーム
の整備に向けた近隣住民へ
の説明会及び利用者説明会
の開催
◆障がい者グループホーム
の整備に向けた基本協定の
締結
◆民間事業者による障がい
者の通所施設の開所

◆民間事業者における市有
地既存建物の解体及び障が
い者グループホーム整備工
事開始
◆障がい者グループホーム
の入居希望者への説明会
◆民間事業者による障がい
者の通所施設の開所

◆民間事業者による障がい
者グループホームの開所

取組実績

◆障がい者グループホーム
の整備に向けた近隣住民へ
の説明会及び利用者説明会
を開催した。
◆障がい者グループホーム
の整備に向けた、基本協定
を締結した。
◆三ツ木保育園跡地に民間
事業者による障がい者の通
所施設が平成30年3月に
オープンした。

工程

取組実績

◆家庭ごみの戸別訪問収集
事業を平成２９年９月より
開始した。

ご
み
の
戸
別
訪
問
収
集
の
開
始

集積所までごみを
持ち出すことが困
難な高齢者世帯等
を対象に「ごみ戸
別訪問収集」を開
始します。

実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

達成

◇戸別訪問収集を
実施することによ
り、日常生活の負
担軽減が期待でき
る。

◇利用者宅の玄関
先にごみが排出さ
れていない場合、
利用者の安否確認
が行われるなど安
心して暮らせる環
境づくりにつなが
る。

100%
一般家庭ごみをあ
らかじめ指定した
収集日に、ごみ収
集業者が対象世帯
宅を訪問し、玄関
先で収集する。

取組内容

◆事業所への制度内容の周
知
◆事業の開始（９月開始）



4年以内

０～２９％

4年以内

０～２９％

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

志
木
駅
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置

東武鉄道などと協
議して平成３２年
度までに志木駅構
内にホームドアを
設置します。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ ２４ 担当課 都市計画課

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇志木駅構内に
ホームドアを設置
することで、路線
への転落や列車と
の接触などホーム
における事故防止
につながる。

平成32度までに
志木駅構内にホー
ムドア設置を進め
る。

取組内容

◆関係者と協定の締結に向
けた協議

◆協定書の締結
◆ホームドア設置工事

◆ホームドア設置工事 ◆ホームドア設置完了

取組実績

◆鉄道利用者の安全性と利
便性の向上のため、関係者
（東武鉄道・新座市・埼玉
県）と協定の締結に向けた
協議を6回行った。

工程

一部実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

達成状況

№ ２５ 担当課 道路課

取組事項 取組概要 目標 年　度

一部実施⇒

取組実績

◆計画期間10年、歩道改
修延長約44.0kmを整備目
標とした歩道快適化計画を
作成した。
◆あきはね通り他2路線4
箇所で歩道総延長1.14km
の歩道改修を行った。

歩
道
の
快
適
化
の
推
進

誰もが安心して歩
きやすい歩道に向
けて、段差の解
消、平たん性、有
効幅員の確保な
ど、計画的に歩道
を改修します。

順調

◇段差の解消等に
より、車椅子等の
利用者であっても
安心して通行でき
るようになる。

◇透水性舗装の導
入により、水たま
りが軽減される。

◇ウォーキング等
を気軽に取り組め
る環境が整備され
る。

①誰もが安心して
歩きやすい歩道に
更新する。

②ウォーキング等
による市民の健康
づくり活動を推進
するため、推奨
コースの設定や距
離・コース表示を
整備する。

取組内容

◆歩道快適化計画の策定
◆歩道改修

◆歩道改修
◆ウォーキングコースの設
定及び案内板等の検討

◆歩道改修
◆ウォーキングコース及び
案内板等の整備

◆歩道改修
◆ウォーキングコース及び
案内板等の整備

一部実施⇒
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３年以内

３０～５９％

４年以内

０～２９％

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

市
民
会
館
及
び
市
民
体
育
館

整
備
手
法
の
検
討

現在の市民会館と
市民体育館は耐震
性能が不足してい
るため、民間の活
力による整備を検
討します。

一部実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ ２６ 担当課 政策推進課

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

工程

達成状況

№ ２７ 担当課 都市計画課

取組事項 取組概要 目標 年　度

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇整備手法を比較
検討することによ
り、各手法のメ
リットやＶＦＭの
有無を把握するこ
とができる。

「市民会館・市民
体育館整備手法比
較検討調査」の結
果を参考に、最も
市の身の丈に合っ
た整備手法を決定
する。

取組内容

◆「市民会館・市民体育館
整備手法比較検討調査」の
実施

◆整備手法比較検討調査の
結果を踏まえた整備手法の
検討

◆整備手法の決定

取組実績

◆内閣府の平成２８年度民
間資金等活用事業調査費補
助金を活用し、「市民会
館・市民体育館整備手法比
較検討調査」を実施した。

工程

◇歩行者や自転車
の安全な通行が可
能となるほか、市
街地に流入してく
る自動車を抑制
し、渋滞の緩和や
交通事故の減少が
期待できる。

市民や検討会での
意見を取り入れた
バイパスの整備が
実現するよう、埼
玉県をはじめとす
る関係機関との協
議を実施するほ
か、埼玉県主催の
説明会の開催を要
望していく。

取組内容

◆検討会・調整会議開催
◆住民説明会開催

◆埼玉県及び関係機関との
協議

◆埼玉県及び関係機関との
協議

◆埼玉県及び関係機関との
協議

取組実績

◆国道２５４号バイパスの
整備促進に向け、道路詳細
設計検討会を３回開催し
た。
◆庁内関係各課を対象に調
整会議を３回開催し、市民
を対象とした説明会をのべ
５回開催した。

国
道
2
5
4
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進

地域住民と情報を
共有しながら、国
道２５４号バイパ
スの整備を促進し
ます。

実施⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況 順調

平成２９年度



4年以内

０～２９％

２年以内

３０～５９％

４．魅力発信　（もっとわくわく！）

№ ２８ 担当課

◆市政施行５０周年記念事
業とあわせ、市民力による
観光ＰＲ事業の実施

取組実績

◆職員を対象としたシティ
プロモーション庁内研修会
を２月に実施した。

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
事
業
の
推
進

選ばれ続ける自治
体に向けて、住ん
でみたいと思われ
るまちづくりを展
開するとともに、
市民、企業、行政
が一体となって、
志木市の魅力を全
国に発信します。

検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

◆庁内研修の実施

ロ
ケ
ー

シ
ョ

ン
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充

映画やドラマの撮
影地として本市の
魅力を市内外にＰ
Ｒし、イメージ
アップを図りま
す。また、撮影場
所を訪れる観光客
の集客にも結び付
けます。

実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況 順調

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

工程

取組事項 取組概要 目標 年　度

◇市内のロケ候補地
を募集し、ホーム
ページ等で紹介する
ことで、市内の様々
な場所でのロケに繋
がり、映像を通じて
市をＰＲすることが
できる。

積極的な誘致活動
を進め、市内の
様々な場所でロケ
を行ってもらうこ
とで、映像を通じ
て市のPR機会を
増やす。

取組内容

◆映像制作会社にロケ誘致
等を積極的に実施
◆ホームページ等に市内ロ
ケ地の募集及びロケーショ
ン候補画像等の情報を掲載
◆ボランティアエキストラ
の募集、制作会社へ紹介

♦公共施設以外のロケ地登
録を促進
♦ホームページやSNS等を
活用して民間団体等への呼
びかけの実施

取組実績

◆ロケツーリズム協議会に
参加し、協議会認定団体と
なった。
◆ロケーションサービス事
業を実施し、問い合わせ件
数21件のうち9件を受け入
れた。

産業観光課・市制施行５０周年記念事業推進室

◇市制施行50周年
記念事業とあわ
せ、市民力による
観光PR事業等を実
施することで、志
木市の認知獲得と
市民の市に対する
愛着の高まりが期
待できる。

◆魅力的なＰＲコンテンツ
の開発に向けた調査研究

◆ＰＲコンテンツの検討開
発

№ ２９ 担当課 産業観光課

年度ごとの取組内容達成状況 順調

市制施行５０周年
記念事業とあわ
せ、市民力による
観光PR動画等を
作成・発信してい
くことを通じて、
志木市への愛着を
深めるとともに、
志木市の認知獲得
を図る。

取組内容

19



20

４年以内

０～２９％

４年以内

０～２９％

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

ア
ー

ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

志木駅前のペデス
トリアンデッキを
利用したアートに
よるまちづくりを
推進し、新たなに
ぎわいを創出しま
す。

検討・準備⇒ 実施⇒ 実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

№ ３０ 担当課 産業観光課

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況取組事項 取組概要 目標 年　度

工程

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇まちの玄関口で
もある志木駅の東
口に位置するペデ
ストリアンデッキ
を活用したアート
事業を展開するこ
とで、新たな人の
流れを創出し、に
ぎわいの拡大を図
る。

ペデストリアン
デッキを利用した
ストリートアート
を展開する。

取組内容

◆ストリートアートの内容
検討
◆実施場所や実施方法の検
討

◆ストリートアートの展開 ◆アートを活用したにぎわ
いづくり事業の実施

◆アートを活用したにぎわ
いづくり事業の実施

取組実績

◆ペデストリアンデッキに
おけるアートの実施場所に
ついて検討した。
◆周辺商店等で組織される
志木駅東口にぎわい検討会
議を４回開催し、アートの
内容について検討した。

◆アート事業展開の核とな
る「志木駅東口周辺にぎわ
いづくり協議会」の設立準
備として、規約の整備及び
駅前商店会等との調整を実
施した。また、協議会の前
身となる検討会議を２回開
催し、アート事業に対する
商店会及び周辺店舗の意見
を聴取した。

工程

№ ３１ 担当課 市制施行50周年記念事業推進室

平成２９年度

◇市民が主体と
なった特色ある記
念事業を実施する
ことにより、本市
の魅力を広く発信
することができる
とともに、市民同
士の絆が強まり、
将来に向けたまち
づくりが推進され
る。

市民と市職員が結
集し、さまざまな
議論による企画に
よって５０周年記
念事業を展開す
る。

取組内容

◆記念事業推進室の設置
◆検討職員の選任

◆市民検討委員の募集
◆検討委員会の立ち上げ
◆記念事業のテーマ・骨格
等の検討
◆市民実行委員の募集

◆実行委員会の立ち上げ
◆記念事業の検討、準備、
ＰＲ
◆事前事業実施

◆記念事業実施

取組実績

◆記念事業推進室を設置及
び検討職員を選任し、検討
委員会立ち上げの準備等を
行った。

◆「市制施行５０周年記念
事業検討委員」の募集及び
委嘱を行い、検討委員会を
設置した。

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
の
推
進

平成３２年度に迎
える市制施行５０
周年を記念して、
市民同士の絆が強
まり将来につなが
る記念事業などを
展開します。

検討・準備⇒ 検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況 達成

平成３０年度



4年以内

３０～５９％

４年以内

３０～５９％

№ ３２ 担当課 政策推進課・市民活動推進課・産業観光課・都市計画課・生涯学習課

◇広場や親水護岸
の整備により、市
民が水に親しむ憩
いの場所を創出で
きる。

◇年間を通して来
訪のきっかけとな
るイベントを実施
することで公園の
周知が図られると
ともに、地域交流
の機会が生まれ、
ひいてはまちのシ
ンボルとして郷土
愛が育まれる。

①遊歩道や親水空
間の環境整備を図
る。

②花で彩りを添え
る事業を行う。

③おまつりや和舟
による舟渡しなど
各種イベントを展
開し、「いろは親
水公園」のにぎわ
い創出を図る。

取組内容

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について検討及び埼玉
県と調整（一部整備実施）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について埼玉県と調整
（一部整備実施）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について埼玉県と調整
（一部整備実施）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

◆遊歩道や親水空間の環境
整備について埼玉県と調整
（整備完了）
◆植栽の実施
◆各種イベントの開催
◆和舟・カヌー体験の実施

取組実績

◆埼玉県と連携し、左岸高
水敷広場を整備した。
◆右岸護岸ブロックに芝桜
を、富士下橋下流にアジサ
イを植栽した。
◆春の一大イベントとして
「志木さくらフェスタ」と
「村山快哉堂まつり」を同
日開催した。
◆３月に和舟による回遊事
業、5月と９月にカヌー体
験を実施した。

◆市民団体による右岸護岸
ブロックの除草作業を実施
した。
◆ノルディックウォーキン
グ・ポールウォーキング全
国大会にて和舟「いろはの
渡し」及びカヌー体験を実
施した。

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況

い
ろ
は
親
水
公
園
の
に
ぎ
わ
い
創
出

「いろは親水公
園」の護岸や船着
き場、遊歩道を再
整備するととも
に、自慢の市民力
で彩り豊かな公園
としてにぎわいを
創出します。

一部実施⇒ 一部実施⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

実施⇒

◇見直しサイクル
が定着することで
事業の選択と集中
を図り、必要とさ
れる行政サービス
を持続的に提供す
るための財源を捻
出することができ
る。

◇民間の技術・資
金等や創意工夫を
生かした事業を推
進することによ
り、多様化・高度
化する市民ニーズ
に適切に対応する
ことができる。

①市役所事務の総
点検を行い、事務
事業の総量を削減
する。

②民間委託推進指
針を策定し、民間
活力の導入を促進
するとともに、民
間委託のより適正
な運用を目指す。

取組内容

◆事務事業の見直し(総点
検)
◆民間委託の推進に資する
事例の研究及び指針の検討

◆事務事業の見直し
◆民間委託推進指針の策定

◆事務事業の見直し
◆民間委託の推進

◆事務事業の見直し
◆民間委託の推進

取組実績

一部実施⇒ 実施⇒ 実施⇒工程

年度ごとの取組内容達成状況

◆事務事業の総点検（全５
３２事業）を実施し、４３
事業について廃止又は縮小
を行い、約１億円の削減効
果を創出した。
◆効果的な民間委託を実施
するため、サウンディング
型市場調査について導入の
検討を行った。

５．市役所改革の推進

№ ３３

平成３０年度

担当課 政策推進課

順調

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況年　度 平成２９年度

年度ごとの取組内容達成状況 順調

行
政
改
革
の
推
進

市役所事務の総点
検を行い、徹底し
てムダを削ぎ落と
し、民間にできる
ことは民間にまか
せ、時代の変化を
見据え、継続的な
改革を進めます。

取組事項 取組概要 目標
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22

３年以内

６０～７９％

３年以内

３０～５９％

◇来庁された市民
の市役所滞在時間
を短縮するととも
に、気持ちよくお
帰りになれるサー
ビスの提供が実現
できる。

◇より強固なセ
キュリティ機能を
もつ効率的なネッ
トワークを構築す
ることにより、イ
ンシデントの発生
を抑制できるとと
もに、業務効率を
向上させることが
できる。

①新市庁舎の建替
えに合わせ、「窓
口ワンフロアス
トップサービス」
の導入を推進す
る。

②新市庁舎の建替
えに合わせ、より
安全で効率的な
ネットワークに再
構築する。

取組内容

◆窓口ワンフロアストップ
サービスの研究・検討
◆新市庁舎の建替えに向け
た新たなネットワークの検
討

◆検討結果を新市庁舎建設
実施設計へ反映
◆内部サーバのクラウド化
及びハウジングの推進

◆新市庁舎での活用も見据
えた、仮設庁舎における新
たなネットワークの構築

順調

達成状況

職
員
の
接
遇
意
識
の
向
上

市
民
に
飛
び
込
む
職
員
の
育
成

おもてなしの精神
を基本とする接遇
力の向上を図ると
ともに、地元の地
域活動などに積極
的に参加する職員
の育成に努めま
す。

検討・準備⇒ 一部実施⇒ 実施⇒

取組事項 取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度

年度ごとの取組内容達成状況 順調

◇職員一人ひとり
が接遇の基本を再
認識することがで
きるとともに、共
通認識を保持する
ことができる。

◇多種多様な人々
と交わることで、
自ら学び、社会的
な視野を広げるこ
とが期待できる。

取組実績

◆市民に飛び込む職員を育
成するため、平成30年度
志木市職員研修計画に「地
域活動研修」を追加した。

工程

平成３１年度 平成３２年度 取組における効果

①「志木市職員接
遇マニュアル」を
作成する。

②職員が進んで地
域活動へ参加でき
るよう、支援及び
環境整備等を行
う。

取組内容

◆市民に飛び込む職員を育
成するための方策の検討

◆志木市版接遇マニュアル
策定委員会の設置
◆志木市版接遇マニュアル
策定
◆対象職員各々で地域活動
体験学習を実施

◆マニュアルを活用及び職
員研修の実施
◆対象職員各々で地域活動
体験学習を実施

一部実施⇒ 実施⇒

年度ごとの取組内容達成状況

工程

窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー

ビ
ス

及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

市民サービスの向
上に向けて、新市
庁舎の建替えに合
わせ、市役所窓口
のワンストップ化
とICT化を進めま
す。

検討・準備⇒

◆新市庁舎の建替えに合わ
せた市役所窓口のワンス
トップ化の実現に向けて、
ワンフロアストップに関す
る基本的な考え方の整理を
行った。
◆サーバのデータセンター
移行に向けて、移行できる
サーバの選定及びスケ
ジュールの策定を行った。

№ ３５ 担当課 人事課

№ ３４ 担当課 政策推進課

取組事項

取組実績

取組概要 目標 年　度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 取組における効果 達成状況




